
国
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
誕
生

ア
ラ
ブ
世
界
で
生
ま
れ
た

イ
ス
ラ
ー
ム
教

ム
ハ
ン
マ
ド
が
創
始
し
た
イ
る
フ
ー
ム
教
が

ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
広
ま
る

６
世
紀
の
西
ア
ジ
ア
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

と
サ
サ

／ヽ
朝
ペ
ル
ン
ア
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、

●

２２
参
照
）
ペ
ル
シ
ア
か
ら
地
中
海
へ
抜
け
る
東

西
交
易
の
ル
ー
ト
が
衰
退
し
て
い
た
。
代
わ
っ
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
ア
ラ
ビ
ア
海

か
ら
紅
海
を
へ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
地
中
海
へ
と
抜

け
る
ル
ー
ト
で
、
フ」
の
ル
ー
ト
が
あ
る
ア
ラ
ビ
ア

半
島
西
岸
に
は
ア
ラ
“フ
人
が
住
み
、
メ
ッ
カ
や
メ

デ
ィ
ナ
が
新
し
い
商
業
都
市
と
し
て
急
成
長
を

遂
げ
て
い
た
。

メ
ッ
カ
の
名
門
氏
族
の
家
に
生
ま
れ
た
ム
八

ン
マ
ド
は
、
６
１
０
年
ご
ろ
に
自
ら
を
唯

一
神

ア
ッ
ラ
ー
の
啓
示
を
受
け
た
預
言
者
で
あ
る
と

し
て
、
ア
ソ
フ
ー
ヘ
の
帰
依
を
説
い
た
。
当
初
、

そ
の
教
え
に
従
う
者
は
少
数
に
留
ま
り
、
ム
ハ

ン
マ
ド
ら
は
迫
害
を
受
け
た
た
め
、
６
２
２
年
に

メ
デ
ィ
ナ
ヘ
移
住
し
た
。
こ
れ
を
ヒ
ジ
ュ
フ
爺
三

遷
）
と
り
つ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
で
は
こ
の
ヒ
ジ
ュ

ラ
が
あ
っ
た
６
２
２
年
を
紀
元
元
年
と
す
る
。

ム
↑
ン
マ
ド
は
メ
デ
ィ
ナ
の
住
民
を
イ
ス
ラ
ー

ム
教
に
改
宗
さ
せ
、
ウ
ン
マ
と
よ
ば
れ
る
宗
教

共
同
体
を
つ
く
り
上
げ
た
。
そ
し
て
６
３
０
年

に
メ
ッ
カ
を
征
服
、
翌
年
に
は
Ｚ
フ
ビ
ア
半
島
の

ほ
ぼ
全
域
を
影
響
下
に
置
い
た
。

そ
の
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
よ
る
帝
国
は

北
ア
フ
リ
カ
や
ペ
ル
ン
ア
な
ど
を
征
服
し
、
急
速

に
版
図
を
拡
大
す
る
。

『コ
ー
ラ
ン
』と
ス
ン
ナ
に

基
づ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
法

イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
、
唯

一

神

ア
∠
フ
ー
ヘ
の
絶
対
的
な

服
従
を
義
務
づ
け
、
す
べ
て

の
ム
ス
リ
ム
（イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
）
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
前
で
は

平
等
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
と
違

い
、

神
と
信
徒
を
仲
介
す
る
聖
職

者
は
存
在
し
な
い
。

ア
ッ
ラ
ー
の
言
葉
を
ま
と

め
た
と
さ
れ
る
の
が
『
コ
ー
ラ

ン
』
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
、

こ
の
『
コ
ー
ラ
ン
』
と
ム
ハ
ン
マ

ド
の
言
行

（
ス
ン
ナ
）
な
ど
に

基
づ

い
て

い
る
。
イ
ろ
フ
ー

ム
法

は
ム
０
ン
マ
ド
の
死
後

体
系
化
さ
れ
、
７
～
８
世
紀

に
確
立
し
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
、
ム
ス
リ

ム
に
と
っ
て
の
義
務

で
あ
る

六
信
五
行
の
ほ
か
、
社
会
や

国
家
の
あ
り
方
も
規
定
し
て

お
り
、
現
在
で
も
、
ム
ス
リ
ム

の
生
活
規
範
や
多
く
の
イ
ス

ラ
ー
ム
国
家
の
法
律
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
法
に
副
ち
て
い
る
。
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、ガｒ”′ 亀i:現在のイスラーム教の分布
'世

界3大宗教の1つであるイスラーム /́

教は、イスラーム教徒による征服活動 .`
と交易により広まっていった。     1

バ 轟夫Lに占める
イスラーム教徒の割合

80%以上

50～80%未 満

10～ 50%未 満

3～ 10%未 満

3%未 満

ロ シ ア

カザフスタン

ご
／

ヾ
／

語
　
」

アルジエリア   リビア

中 国

///ア

フガニスタン

パキスタン

シーア派

イ 預 ア 商

｀ヽム、.警"/    へ_′

Iデ軍デI

メッカ

ア

|.ィィ
/TT~バ

lμ

六 信

神 (ア ッラー
)

信仰告自

天 使

啓典 (|コ ーラン1) 礼 拝

預言者 (ム ハンマド) 断 食

来 世   喜 捨

天 命   巡 礼

モーリタニア マリ ニジェ_ル

麟

咆 湘
_

人

llll

五 行

アラビア語で「アッラーのほかに

神はなく、ムハンマドはアッラー

の使徒なり」と唱える。

1日 5回、メッカの方向へ祈る。

断食月は日の出から日没まで飲食をしない。

財産に応 じて貧しい者に施す。

スーダン

Fメ        ,羊

r
ろく しん ご ぎょう    :

六信五行護賜着櫂理鋪薦封
て課せられている、 ィスラ

(

現在のイスラーム教は、多数派のスンニ派と少数派
のシーア派などに大別される。

第4代カリフで暗殺されたアリーを支持する。

現在はイラン人とイラク人が主で、全ムスリ

ムの約 1割を占める。

スンニ派 岨

■に1回は聖地メッカヘ邸晰
1」

『:コーーラン』毛肇こ1,あ還肝冨          秀彩マ三ラおξ倉1ヒ妥習冒言冶だl`塞ズ娼雇辱事を奮濯『ζ曇膏8P蚕
とされる。Ill訳 は認められておらず、アラビア語以外に311訳 されたものは∃―ランではなく、注釈の一種とされる。

メッカ

イスラーム教最大の聖地。ここに
あるカーバ神殿を目ざして全世
界からムスリムが巡礼に訪れる。

市内への異教徒の立ち入りは禁止。
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